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2016年 8月吉日 
発行 富士が丘防災部会 
後援 富士小校区まちづ 

  くり推進協議会 我が家の防災・我が家の防災・我が家の防災・我が家の防災・大地震への備え（３大地震への備え（３大地震への備え（３大地震への備え（３））））    

◆非常持ち出し袋を準備しよう◆非常持ち出し袋を準備しよう◆非常持ち出し袋を準備しよう◆非常持ち出し袋を準備しよう◆◆◆◆    

大地震大地震大地震大地震などの災害発生で、いざ避難をするとなるとなどの災害発生で、いざ避難をするとなるとなどの災害発生で、いざ避難をするとなるとなどの災害発生で、いざ避難をするとなると

何を持ち出せば良いか直ぐには思い浮かばないもので何を持ち出せば良いか直ぐには思い浮かばないもので何を持ち出せば良いか直ぐには思い浮かばないもので何を持ち出せば良いか直ぐには思い浮かばないもので

す。いざと言う時にす。いざと言う時にす。いざと言う時にす。いざと言う時に備えて、備えて、備えて、備えて、先ずは先ずは先ずは先ずは必要な必要な必要な必要な持ち出し品持ち出し品持ち出し品持ち出し品

リストリストリストリストを作りを作りを作りを作りましょう。ましょう。ましょう。ましょう。    そしてそしてそしてそして「非常持ち出し袋「非常持ち出し袋「非常持ち出し袋「非常持ち出し袋((((ババババ
ッグッグッグッグ))))」」」」を準備し、いつでも持ち出せるようにしを準備し、いつでも持ち出せるようにしを準備し、いつでも持ち出せるようにしを準備し、いつでも持ち出せるようにしまままましよしよしよしよ

う（段取り八分）。う（段取り八分）。う（段取り八分）。う（段取り八分）。    
また、避難所が開設されても直ぐには必要な物は揃また、避難所が開設されても直ぐには必要な物は揃また、避難所が開設されても直ぐには必要な物は揃また、避難所が開設されても直ぐには必要な物は揃

わないことが予測されます。わないことが予測されます。わないことが予測されます。わないことが予測されます。自分の物は自分で用意自分の物は自分で用意自分の物は自分で用意自分の物は自分で用意しししし

ましょうましょうましょうましょう。。。。    

(1)どんな物を備える？ (チェックリスト) 

・・・・飲料水／非常食飲料水／非常食飲料水／非常食飲料水／非常食    
□飲料水 □チョコレート・ビスケット  □レトルト食品 

□缶詰（缶切り） □割り箸・スプーン □紙皿・紙コップ  

・・・・日用品日用品日用品日用品    
□衣類 □タオル □歯ブラシ類  □サランラップ・ティ

ッシュ  □ビニール袋    □生理用品   □カイロ  

□防寒着  □簡易トイレ用品（袋、凝固剤、消臭剤） 

・・・・防災用品防災用品防災用品防災用品    
□懐中電灯 □携帯ラジオ □乾電池    

□充電器（手廻し・ソーラー） □ヘルメット(防災ずきん)  

□マスク  □軍手 □ホイッスル □万能ナイフ 

□マッチ・ライター・ろうそく □筆記用具・油性マジック 

・・・・救急用品救急用品救急用品救急用品    
□常備薬 □キズ薬・消毒薬 □ばんそうこう  

□胃腸薬など 

・・・・貴重品貴重品貴重品貴重品    
□現金（小銭も必要） □通帳 □印鑑 □権利証書 

□健康保険証・免許証の写し 

・・・・ベビー用品ベビー用品ベビー用品ベビー用品    
□粉ミルク・哺乳瓶 □離乳食 □紙おむつ □ガーゼ 

(2) 保管場所など 

・両手が空けられるようリュックなどに入れ、

すぐに持ち出せる場所に置いておきましょう 

・重さの目安は、男性で 15Kg、女性で 10Kg 

・一家に一個ではなく、一人で一個を準備 

・日常使用する物は、リスト記載のみで可 

・地区の防災訓練などに合わせて、年に 1回

は見直しましょう 

(3) 避難する際は？ 

・ブレーカーを落す（通電火災に備えて） 

・ガスの元栓を閉める 

・戸締りをしっかり 

・無事カードの掲示（行き先などを記載） 

・明るい内に早めに（暗くなると足元が危険） 

・近所の方と声を掛け合い・誘い合って、地

区の集合場所へ 

・ペットの同伴について 
 避難所は、場所の問題、避難民の人数などでペットの受け

入れは難しい場合が想定されます。避難所が近い場合は、ペ

ットは一先ず自宅に置いて避難しましょう。 
 
 

 
 
 
防災便りは、富士が丘ポータルサイトにも掲載しています。 

(http://sanda-fujigaoka.com/  富士が丘 で検索) 

◆つぶやき◆ 4月に起きた熊本地震には、驚かされた方が多いことでしょう。本震が入れ替わるという事態

もありましたが、余震の多さには不安を増幅させられました。日本は自然豊かな風土に恵まれており日々癒さ

れていますが、一度災害が起こるとその自然が牙を剥きます。災害に対して我々は無力ですが、何とか生命を

守る手立てや少しでも被害を軽くするように取り組みましょう。防災は「段取り八分」「段取り八分」「段取り八分」「段取り八分」とも言われています。

(m.y) 

◆通信欄◆ 
先月の防災会議で HUG（避難所運営ゲーム）を行いました。避難所に押し寄せてくる様々な避難民（地域の方、市外の方、老人、乳幼児

連れ、病気の方、障害者、外国人、ペット連れの方など）の受け入れ・配置、救援物資の手配・受け入れ・管理、屋外設置トイレやシャワ

ーの設置場所、車（救急救援車両、一般車両）の駐車場所と動線確保などについて、カードに書かれた想定課題を短時間の内に対応する訓

練の一つです。実際に避難所となる富士小学校や富士中学校の施設の状況を踏まえて、避難民受け入れの体制や基本方針作りが望まれてい

ます。 

 

富士が丘防災便り（第 ３号） 

★詳細な持出し品のチェ

ックリストは、インターネ

ットで探してみましょう 
★市販のキャスター付防

災セットの購入で一気に

揃えるのも一案かも 

 


